
は
24
社
・
４
大
学
が
出
展
し
、
過
去
最

多
の
約
８
５
０
名
の
来
場
が
あ
る
な
ど
、

成
長
産
業
へ
の
挑
戦
に
高
い
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
企
業
の
関
心
を
、
具
体
的

な
参
入
や
新
産
業
の
創
出
へ
繋
げ
る
た

め
に
、
多
様
な
施
策
を
有
機
的
に
連
携

さ
せ
、
相
乗
効
果
を
最
大
化
さ
せ
る
エ

コ
シ
ス
テ
ム※
５

の
構
築
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

地
域
交
通

　

滋
賀
県
で
は
、
地
域
交
通
ビ
ジ

ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
、現
在
、

「
滋
賀
地
域
交
通
計
画
」
を
策
定
中
で

す
。
交
通
を
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
捉
え
つ

つ
も
、
人
口
減
少
や
就
労
人
口
の
減
少

な
ど
、
社
会
状
況
の
変
化
の
中
で
、
現

在
の
交
通
さ
え
維
持
す
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

計
画
を
絵
に
描
い
た
餅
に
し
な
い
た

め
に
は
、
市
町
や
事
業
者
、
そ
し
て
、

利
用
す
る
県
民
と
共
に
状
況
を
理
解
し
、

共
に
考
え
、
共
に
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
ま
す
。
現
在
の
滋
賀
の
交

通
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
こ
の
計
画
に

お
い
て
何
を
重
点
的
に
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

様
々
な
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
県
に
お
い
て
も
課
題
を
共
有
し
、

計
画
実
現
に
向
け
、
と
も
に
取
組
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
大
学
で
あ
る
京
都
女
子

大
学
と
は
、
看
護
に
限
ら
ず
、
幅
広
い

分
野
で
連
携
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
、
全
庁
挙
げ
て
の
関
係
構
築
に
も

努
め
て
い
き
ま
す
。

産
業
振
興

　

本
県
経
済
を
牽
引
す
る
成
長
を

生
み
出
し
、
振
興
し
て
い
く
こ
と

が
、
本
県
経
済
の
力
強
い
成
長
に
向
け

て
重
要
で
す
。
現
在
、
地
方
創
生
・
公

共
交
通
対
策
特
別
委
員
会
で
は
、
議
員

提
案
に
よ
り
「
滋
賀
県
企
業
立
地
お
よ

び
先
端
技
術
研
究
開
発
の
促
進
等
に
よ

る
成
長
産
業
振
興
条
例
」
の
制
定
を
目

指
し
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
に
は
、
先
進
的
あ
る
い
は
独
創

的
な
研
究
シ
ー
ズ※
２
を
有
す
る
大
学
や
、

高
い
技
術
力
を
持
つ
企
業
が
集
積
し
、

先
端
科
学
技
術
を
活
か
し
成
長
分
野
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
活

発
な
状
況
で
す
。

　

県
で
は
今
年
度
か
ら
、
県
内
中
小
企

業
の
成
長
分
野
へ
の
新
規
参
入
を
促
進

す
る
な
ど
、
取
組
を
強
化
し
て
い
ま
す

が
、
ど
の
よ
う
な
展
望
と
課
題
が
見
え

て
き
た
の
か
伺
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、「
成
長
産
業
の
創

出
」
に
向
け
、
研
究
開
発
支
援
や

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ※
３

発
掘
育
成
な
ど
従
来

の
取
組
に
加
え
、
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

へ
の
先
端
機
器
の
導
入
、
大
学
等
と
連

携
し
た
リ
ス
キ
リ
ン
グ※
４

講
座
、
技
術
開

拓
の
た
め
の
企
業
訪
問
等
を
通
じ
、
成

長
産
業
へ
の
新
規
参
入
を
促
進
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

リ
ス
キ
リ
ン
グ
講
座
に
は
延
べ
1
６

０
０
名
以
上
が
参
加
し
、
ま
た
、
２
月

に
開
催
し
た
県
と
経
済
界
の
商
談
会
に

　

昨
年
９
月
に
示
さ
れ
た
予
算
編

成
方
針
で
は
、「
と
も
に
い
き
る

『
健
康
し
が
』」と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

６
本
の
柱
と
集
中
的
な
取
組
が
示
さ

れ
、
年
頭
の
挨
拶
に
お
い
て
も
「
と
も

い
き　

と
も
う
み　

と
も
そ
だ
て
」
の

思
い
を
も
っ
て
「
と
も
に
い
き
る
『
健

康
し
が
』」
を
進
め
て
い
く
と
知
事
は

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
方
針

や
柱
に
沿
っ
て
多
く
の
施
策
が
当
初
予

算
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、知
事
は
、

令
和
８
年
度
当
初
予
算
に
、
ど
の
よ
う

な
思
い
を
込
め
た
の
か
伺
い
ま
す
。

　

２
０
５
０
年
を
見
据
え
、
私
た

ち
の
「
暮
ら
し
」
や
「
社
会
」
の

あ
り
方
を
、
み
ん
な
で
「
リ
・
デ
ザ
イ

ン
」
し
て
い
く
端
緒
の
年
に
し
た
い
と

の
思
い
か
ら
、
今
で
き
る
こ
と
か
ら
着

実
に
実
行
に
移
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
こ
と
を
意
識
し
て
予
算
編
成

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
物
価
高
騰
が
長
引
く
中
、
生

活
者
や
事
業
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

一
人
ひ
と
り
の
生
老
病
死
や
日
々
の
生

活
、労
働
、経
営
な
ど
、「
リ
ア
ル
な
今
」

の
暮
ら
し
や
仕
事
を
支
え
る
こ
と
に
も

心
を
砕
い
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、「
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
」
や

「
大
阪
・
関
西
万
博
」
で
得
た
感
動
や
、

つ
な
が
り
な
ど
有
形
無
形
の
価
値
を
み

ん
な
へ
、
ま
た
、
未
来
へ
と
繋
い
で
い

く
「
レ
ガ
シ
ー
の
継
承
・
発
展
」
に
も

意
を
用
い
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
考
え
の
も
と
、み
ん
な
で
、

「
と
も
に
い
き
る
『
健
康
し
が
』」
を
よ

り
一
層
、
前
へ
と
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

医
療
福
祉
拠
点
の
整
備
に
つ
い

て
、
人
材
養
成
機
能
の
事
業
候
補

者
と
し
て
、
京
都
女
子
大
学
等
を
運
営

す
る
京
都
女
子
学
園
を
選
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

京
都
女
子
学
園
で
は
、
文
部
科
学
省

で
検
討
中
の
「
４
年
間
の
学
部
教
育
と

大
学
院
修
士
課
程
を
合
わ
せ
た
５
年
一

貫
教
育
」
の
導
入
や
、
潜
在
看
護
師
の

復
帰
を
促
す
リ
カ
レ
ン
ト※
１

教
育
の
構
想

も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
長
い
期
間
を
要
し
ま
し
た

が
、
知
事
が
約
10
年
前
に
表
明
さ
れ
た

「
医
療
福
祉
拠
点
構
想
」
が
、
よ
う
や
く

前
に
進
む
見
通
し
が
立
っ
て
き
た
と
思

い
ま
す
。
京
都
女
子
学
園
を
事
業
候
補

者
と
し
て
選
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の

受
け
止
め
を
伺
い
ま
す
。

　

人
材
養
成
機
能
の
整
備
は
、
将

来
、
大
き
な
不
足
が
見
込
ま
れ
る

看
護
人
材
の
確
保
を
図
る
上
で
、
大
変

重
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
今
回
、
京
都

女
子
学
園
を
事
業
候
補
者
と
し
て
選
定

で
き
た
こ
と
で
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み

出
せ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
県
か
ら
も
多
く
の
学
生
が

進
学
し
、
大
学
改
革
に
も
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
京
都
女
子
大
学
が
、

本
県
の
看
護
人
材
養
成
に
新
た
に
関
わ

っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
心
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。

　

大
学
に
お
い
て
は
、
施
設
の
建
設
や

学
生
確
保
な
ど
、
学
部
開
設
に
向
け

（
裏
面
に
続
き
ま
す
）

　２月定例会議では、「子ども・子ども・子ども」を中心とした施策の展開や
「県北部地域の振興」に係る経費など総額6,823億４千万円を計上する「令和８
年度一般会計予算」や、年度内における各事業の執行状況および最終的な財源見
通しに基づき、所要額を精査したことなどにより、総額４億9,606万４千円を追
加する「令和７年度滋賀県一般会計補正予算（第９号）」など、知事提出議案79
件と議員提出議案８件が上程されました。

　各委員会では、付託された各議案、請願その他所管事項について審議等を行い
ました。
　また、令和８年度予算を総合的に審査するため、委員38人で構成する予算特
別委員会が設置され、３日間にわたり質疑を行い、さらに分科会調査を２日間実
施しました。
　これらの審議の結果、意見書案１件を否決したほか、いずれも原案のとおり可
決または同意しました。

●「交通税」に関する決議案を可決
　県当局が策定している滋賀地域交通計画に対し、県民の不信感や負担増に対す
る不安は大きく、県民政策コメントにおいても多くの意見が寄せられたことか
ら、「交通税」の導入に固執することなく、本県の交通のあるべき姿に向けて、
予断を排して真摯に検討することを求めた決議案を可決しました。

●□□□□◇□□□□■□□□□◇□□□□■

問

問

問

答

用語解説 ※１　「リカレント」……… 学校教育からいったん離れたあとも、それぞれのタイミングで学び直し、仕事で求められる能力を磨き続けていくこと。
※２　「研究シーズ」……… 研究機関（大学、公的研究所など）が保有する、実用化される可能性のある研究成果や技術・知識のこと。（研究の種）
※３　「スタートアップ」… 新しい企業であって、新しい技術やビジネスモデル（イノベーション）を有し、急成長を目指す企業のこと。
※４　「リスキリング」…… 新しい職業に就くために、あるいは、今の職業で必要とされるスキルの大幅な変化に適応するために、必要なスキルを獲得する／させること。
※５　「エコシステム」…… 政府・教育機関・民間企業・金融機関・高度人材等の各主体が、協業や連携をすることで、相互に補い共存する仕組みを構築し、高い価値を生み出すこと。

答

答

令
和
８
年
度
予
算

自動運転バスの実証運行（彦根市）

問

医
療
福
祉
拠
点

滋賀県議会だより滋賀県議会だより

　質
疑・質
問
の
詳
細

◀
は
こ
ち
ら
か
ら

　質
疑・質
問
の
詳
細

◀
は
こ
ち
ら
か
ら

２
月
定
例
会
議
に
お
け
る

　
　
　　質
疑・質
問
か
ら
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議会トピックス

　将来にわたり安定した需要が見込まれる成長産業に力点を置いた企業立地を促
進し、先端的な技術等に関する研究開発を進めるため、地方創生・公共交通対策
特別委員会で調査研究を進め、「滋賀県企業立地および先端技術研究開発の促進等
による成長産業振興条例」を制定しました。
　成長産業の振興による地域経済の健全な発展と県民生活の向上を目的とし、県
の責務や、企業立地の促進、研究開発の促進、人材の確保、学習の振興等の基本
的な施策を定めています。

　若者の議会への興味と関心を深めるための取組の一環として、議員が学校へ出
向いて講義や意見交換等を行う「滋賀県議会ナビ～若者が滋賀の未来をつくる～」
を１月14日に滋賀県立東大津高等学校で、１月19日に滋賀県立北大津高等養護学
校で実施しました。
　東大津高等学校では奥村芳正議員、冨波義明議員が、北大津高等養護学校では
清水鉄次議員、柴田栄一議員が議会の仕組みや議員の仕事について説明しました。

●滋賀県企業立地および先端技術研究開発の促進等による成長産業振興条例
２月定例会議で可決した議員提案条例の概要

●「滋賀県議会ナビ～若者が滋賀の未来をつくる～」開催！
　（東大津高等学校、北大津高等養護学校）

滋賀県議会では、県民の皆さんに議会の活動を一層ご理解いただくため、分かりやすい広報紙づくりに努めています。滋賀県議会だよりに関するご意見は以下までお寄せください。
宛先　〒520-8577　大津市京町四丁目1－1　滋賀県議会事務局　政策調査課　TEL 077-528-4094　FAX 077-528-4940　Ｅメール gikai@pref.shiga.lg.jp

こ
の
印
刷
物
は
古
紙
パ
ル
プ
を
配
合
し
て
い
ま
す

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
伺
い
ま

す
。　

子
ど
も
た
ち
の
視
点
を
出
発
点

に
置
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見

を
反
映
し
な
が
ら
、
通
学
の
し
や
す
い

範
囲
の
中
に
、
興
味
・
関
心
に
応
じ
た

進
路
選
択
の
機
会
を
確
保
す
る
、
と
い

う
観
点
を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
一
人
ひ
と
り
の
教

育
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た
学
び
の
充

実
」、「
産
業
教
育
の
振
興
」、「
地
域
と

連
携
・
協
働
し
た
学
び
の
展
開
」、「
高

校
と
大
学
、中
学
校
と
高
校
と
の
連
携
・

接
続
」、「
学
校
の
維
持
や
再
配
置
」
な

ど
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
民
と
の
対
話
の
機
会
を
設

定
す
る
な
ど
、
広
く
県
民
の
皆
様
か
ら

高
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
伺
い

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

本
県
の
地
域
交
通
は
、
利
用
者

の
減
少
、
運
転
手
不
足
等
か
ら
の

廃
線
や
減
便
な
ど
が
発
生
し
て
お
り
、

免
許
返
納
者
や
車
を
運
転
で
き
な
い
学

生
の
日
々
の
移
動
が
困
難
で
あ
る
な
ど

の
社
会
課
題
が
存
在
し
、
そ
う
い
う
状

況
が
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

本
計
画
で
は
、
ま
ず
は
こ
の
５
年
間

で
、
駅
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
充
実
し
、

交
通
空
白
地
が
解
消
さ
れ
、
地
域
内
の

移
動
が
円
滑
な
状
態
と
な
る
た
め
の
二

次
交
通
の
充
実
・
高
度
化
に
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
交
通
に
つ
い

て
県
民
の
皆
様
と
共
通
理
解
を
醸
成
し
、

一
緒
に
考
え
、
議
論
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
、
こ
れ
ま
で
対
話
を
重
ね
て

き
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
フ
ォ
ー
ラ
ム

等
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
以
降
も
取
組

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
福
祉
や
教
育
、
観
光
、
産

業
立
地
等
の
施
策
も
含
め
、
各
地
域
が

目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
の
も
と

で
、
地
域
交
通
を
整
え
、
充
実
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
も
考
え
、
市
町
や
経

済
、
福
祉
な
ど
の
関
係
団
体
・
事
業
者

と
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

県
立
高
校

　

私
立
高
校
授
業
料
無
償
化
拡
大

の
影
響
に
加
え
、
少
子
化
や
通
信

制
高
校
へ
の
進
学
者
増
な
ど
県
立
高
校

の
生
徒
の
減
少
が
確
実
な
中
、
県
立
高

校
の
在
り
方
の
検
討
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
総
論
賛
成
、
各
論
反
対
と
い
っ

た
様
々
な
意
見
が
噴
出
す
る
こ
と
も
予

測
さ
れ
ま
す
。
是
非
と
も
「
何
よ
り
も

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
生
き
る
力
を

育
む
た
め
の
学
び
を
保
証
す
る
」
と
い

う
本
来
の
目
的
を
見
失
う
こ
と
な
く
進

め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

県
立
高
校
の
在
り
方
検
討
を
、
今
後

問 答

答

●議員の辞職
　河井昭成議員および重田剛議員から辞職願が提出され、河井議員にあって
は令和８年１月26日の臨時会議において、重田議員にあっては令和８年３
月23日付けで辞職が許可されましたのでお知らせします。

●滋賀県議会ホームページ、X（旧ツイッター）
　本会議や委員会の開催情報、議会の仕組み、議員の紹介、
会議録など、県議会の最新の情報を随時掲載しています。
　議会だより（広報紙、音声版）のバックナンバーも閲覧、
聴取いただけます。
　また、本会議の模様はライブ中継と録画配信をしています。

滋賀県議会ホームページ  https://www.shigaken-gikai.jp/
滋賀県議会 X（旧ツイッター）  （アカウント名　@shigakengikai）

２月定例会議で審議した主な議案

議会からのお知らせ

２月定例会議で審議した決議・意見書

スマートフォン
等でもご覧いた
だけます。

【応募締切】 令和８年５月10日（日）　当日消印有効

【応募方法】 ハガキ：〒520-8577　滋賀県大津市京町四丁目１-１
 　　　　滋賀県議会事務局　政策調査課
 Email：gikai@pref.shiga.lg.jp
 ＦＡＸ：077-528-4940
 フォーム：右の二次元コード

【記載事項】 ●議会へのご意見
 ●議会だより第131号のご感想
 ●〒 住所 ●電話番号
 ●氏名 ●年代（例：10代）

議会に対するご意見や、議会だよりのご感想をお寄せください。
抽選で10名様にプレゼントが当たります！

読者プレゼント

今回のプレゼント

▶
応
募
フ
ォ
ー
ム

個人情報の取り扱い：いただいた個人情報は「滋賀県議会の保有する個人情報の保護に関する条例」に基づき適正に取り扱い、
　　　　　　　　　　抽選とプレゼント発送以外には使用いたしません。当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

近江牛ビーフカレー ＆ 近江牛肉みそ

附帯決議の概要

番　号 件　　　　　　　　　名 結果
決議第１号 「交通税」および滋賀地域交通計画に対する決議（案） 可決
意見書第１号 燃料油価格高騰に対する緊急的かつ実効的な財政支援を求める意見書（案）可決
意見書第２号 非核三原則の堅持を求める意見書（案） 否決
意見書第３号 婚姻の平等に関する法整備に向けた丁寧な議論の促進を求める意見書（案）可決
意見書第４号 防衛力の抜本的強化に向けた着実な取組を求める意見書（案） 可決
意見書第５号 北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書（案） 可決

　「滋賀県環境影響評価条例の一部を改正する条例案」について、成長産業をはじ
めとした特定の事業に関する緩和規定を設けるなど、条例の将来的な見直しを不
断に行うことを県当局に求めました。
　また、「令和８年度滋賀県一般会計予算」のうち、県立美術館の施設の機能充実
のための整備に係る予算の執行に関して、整備費用の総額も含めたびわこ文化公
園全体の施設整備の見通しを立て、漫然と整備費用を増額させないよう努めるこ
とを県当局に求めました。

議案番号 件　　　　　　　　　名 結果
（知事提出）
議第１号 令和７年度滋賀県一般会計補正予算（第８号） 可決

1月26日臨時会議の概要
　２月８日の第51回衆議院議員総選挙および第27回最高裁判所裁判官国民審査
に要する経費を計上した令和７年度滋賀県一般会計補正予算（第８号）について
常任委員会での審議を行い、可決しました。

議案番号 件　　　　　　　　　名 結果
（議員提出）
会第１号 滋賀県企業立地および先端技術研究開発の促進等による成長産業

振興条例案
可決

会第２号 滋賀県議会委員会条例の一部を改正する条例案 可決
（知事提出）
議第２号～
　　議第17号

令和８年度滋賀県一般会計予算　ほか15件 可決

議第18号～
　　議第45号

滋賀県部等設置条例等の一部を改正する条例案　ほか27件 可決

議第46号～
　　議第48号

契約の変更につき議決を求めることについて（滋賀県立琵琶湖文
化館整備事業）　ほか２件

可決

議第49号 滋賀県母子および父子ならびに寡婦福祉資金貸付金に係る償還金
および違約金の請求訴訟の提起につき議決を求めることについて

可決

議第50号～
　　議第51号

国の行う土地改良事業に要する経費について関係市町が負担すべ
き金額を定めることにつき議決を求めることについて　ほか１件

可決

議第52号 公立大学法人滋賀県立大学定款の変更につき議決を求めることに
ついて

可決

議第53号 包括外部監査契約の締結につき議決を求めることについて 可決
議第54号 滋賀県農業・水産業基本計画の策定につき議決を求めることにつ

いて
可決

議第55号～
　　議第71号

令和７年度滋賀県一般会計補正予算（第９号）　ほか16件 可決

議第72号 滋賀県高等学校等教育改革促進基金条例案 可決
議第73号～
　　議第75号

県の行う建設事業に要する経費について関係市町が負担すべき金
額を定めることにつき議決を求めることについて　ほか２件

可決

議第76号 令和７年度滋賀県一般会計補正予算（第10号） 可決
議第77号 契約の変更につき議決を求めることについて（滋賀県東北部工業

技術センター整備事業）
可決

議第78号～
　　議第80号

滋賀県教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて　
ほか２件

同意

第131号	 滋賀県議会だより	 令和 8年（2026年）４月５日（日）　⑵


